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「成功体験」という言葉があります。これは試合に勝つとか試験に合格するといった事で、素晴らしと思いますが、

私は「失敗体験」というのも大切なことだと思います。失敗や逆境から大切なことを学ぶことができるからです。 

先日行われた農業鑑定競技全国大会の壮行式での３年３組の高田優希奈さんの言葉にを覚えていますか？高田さ

んは、昨年度惜しくも全国大会を逃したことを機に、一層の努力を行い、今年は全国大会出場を果たすことができ

たと語ってくれました。そして、皆さんにも、何事にもあきらめないでぜひ目標に向かって頑張って欲しいという

メッセージを送ってくれました。 

 また、すでに読んだ人もいると思いますが、進路指導部から配布された、合格体験記『プロセス』に、今年の春、

宮崎大学農学部に進学された木竜明日香さんの体験記がありました。共通テストで失敗をしてしまい、第一希望を

諦めなくてはならなくなってしまった木竜さんですが、D 判定という超逆境の中でも自分のやりたいことができる

この大学に狙いを定め、見事合格を手中に収められました。その木竜さんの体験記にはこう記されています。 

「三年間学んだ中で皆さんに一番伝えたいことは、必死に取り組むことの大切さです。～中略～ 何十回、何百

回も部活動をやめたくなったのは事実です。ですが、ここで諦めることは自分自身が絶対に許しませんでした。ど

んなにきつくても根性で乗り切ってやろうと意地を張っていたのだと思います。～中略～ 皆さん何でもいいんで

す。何か一つでも熱中できるものを見つけ、それに必死に取り組んでください。必死に取り組んだ経験が大きな大

きな強みになります。つらい時の心の支えになります。そして継続できることは最大の武器です。「できる」と信じ

続けてみてください。できなくても続ければできることは確実に増えていきます。夢や目標に向かって頑張ってく

ださい」 

さあ、皆さん「挑戦」です。失敗してもまた頑張れ！挑戦して無駄なことなど何一つありません！ 

  

 

 

 先日、校内の先生方で皆さんの２年次からのコース選択について検討しました。どのコース、どの科目を選択す

るのが一番いいのか、しっかり考え、最善の選択をして欲しいと思います。「自分の将来や進路決定のため」には

どちらがよりよい選択なのか、先生や保護者の方ともよく話し合って決めてください。 

 

  

 

 今年度、１年生全員に対し、基礎学力向上のため、矢上高校と地域の未来をつくる会（コンソーシアム）より、

一人２,５００円の補助をしていただけることになりました。１月２０日に行われる英検・漢検のどちらかを選択し

てもらうことになります。就職や進学にも有利となる資格試験です。ぜひ合格を目指して取り組んで欲しいと思い

ます。近日中に希望調査を行います。受検用学習用教材も貸出用に何冊か準備していただけることにもなっていま

すので、そちらも活用してください。感謝して受検しましょう！ 

  

 

１２月１２日（月） GTEC[英語技能試験]（普通科） 

１２月１５日（木） 保護者面談～ （※クラスによって開始日・実施日程は異なります） 

１２月２１日（水） 午前中授業（～２２日） 

１２月２３日（金） 終業式（午前） 

１２月２６日（月） 冬期補習（普通科希望者）（～２８日予定） 

（※希望者（普通・産技）対象に資格試験対策を行うことも検討中です） 

１月１０日（火） 始業式、課題テスト 

１月１９日（木） １月進研模試（普通科） 

１月２０日（金） 第３回英検・漢検（１年生全員 本校会場） 

 


